
平成１４年４月１５日１ 町 村 週 報

（ ）町村の購読料は会費
の中に含まれております

毎週月曜日発行
kkkkkkkk

発行所　全国町村会 〒１００‐００１４　東京都千代田区永田町１丁目１１番３５号：電話０３‐３５８１‐０４８６　FAX０３‐３５８０‐５９５５
発行人　谷合靖夫：定価１部４０円・年間１，５００円（税、送料含む）　振替口座００１１０‐８‐４７６９７　　　http://www.zck.or.jp

�写真募集�
本誌用紙に掲載の写真を募集してい
ます。
四季折々の風物や行事など適当な写
真がありましたらご寄贈下さい。（写
真には題名、町村名を付して下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部

第２３９５号
昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　）

　

女
の
涙
と
か
、
男
の
涙
が
…
…

と
騒
が
れ
た
が
、
多
く
の
日
本
人

が
、
本
当
に
心
か
ら
泣
い
た
の

は
、
五
十
六
年
前
の
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
。
敗
戦
の
詔
勅
に
茫
然
自
失

と
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

　

柔
道
の
三
船
久
蔵
十
段
も
「
こ
れ
か
ら

の
日
本
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
」と
泣
い
た
。
泣
い
て
い
る
う
ち
に
、

柔
道
の
技
を
考
え
つ
い
た
と
い
う
か
ら
、

や
は
り
尋
常
で
は
な
い
。

　

戦
い
に
負
け
て
、
無
条
件
降
伏
と
い
う

の
は
、
い
わ
ば
断
崖
絶
壁
に
追
い
つ
め
ら

れ
た
状
態
で
あ

る
。
こ
れ
以
上

は
一
歩
も
引
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

人
は
切
羽
詰
ま
る
と
、
思
い
も
よ
ら
ぬ

こ
と
を
考
え
る
。
こ
の
と
き
も
三
船
は
、

な
ぜ
か
地
球
は
ま
る
い
、
そ
れ
で
は
人
間

も
ま
る
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
よ
い
と
思
っ

た
と
い
う
。
球
に
な
れ
ば
、
倒
れ
る
こ
と

は
な
い
。
た
だ
転
が
る
だ
け
で
あ
る
。

　

柔
道
は
相
手
の
力
を
利
用
す
る
。「
押

さ
ば
引
け
、
引
け
ば
押
せ
」
が
そ
の
原
理

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
押
さ
ば
引
け
」
で

は
な
く
て
、「
押
さ
ば
ま
わ
れ
」
で
あ
る
。

押
さ
れ
る
と
同
時
に
、
体
を
ひ
ょ
い
と
ま

わ
せ
ば
、
相
手
は
空
を
切
っ
て
断
崖
に
落

ち
て
い
く
。
敗
戦
と
い
う
深
刻
な
状
況
の

な
か
で
、
泣
き
な
が
ら
の
発
想
で
あ
る
。

「 
球
車 
」と
い
う
技
は
こ
う
し
て
で
き
た
と

た
ま
ぐ
る
ま

い
う
の
で
あ
る
。

　

理
屈
は
と
も
か
く
、
技
術
的
に
修
練
を

積
ん
で
い
ろ
い
ろ
応
用
し
て
み
る
と
、
面

白
い
よ
う
に
成
功
し
た
。
例
え
ば
、
目
の

前
に
大
き
な
モ
ノ
を
ど
か
っ
と
置
か
れ
る

と
、
驚
い
て
必
ず
後
ろ
に
飛
び
さ
が
る
。

と
こ
ろ
が
、
置
か
れ
た
も
の
が
小
さ
け
れ

ば
、
後
ろ
へ
さ
が
る
よ
り
も
、
ひ
ょ
い
と

前
へ
出
て
飛
び
越
え
よ
う
と
す
る
。
人
間

の
心
理
の
妙
で
あ
る
。

　

敗
戦
の
年
の

三
船
久
蔵
は
六

十
歳
。
身
長
一

五
九
セ
ン
チ
、
体
重
五
十
九
キ
ロ
と
い
う

か
ら
、
そ
の
こ
ろ
で
は
平
均
寿
命
を
は
る

か
に
超
え
た
小
柄
な
老
人
で
あ
る
。
こ
の

老
人
が
、
ひ
ょ
い
と
身
体
を
ま
る
め
て
沈

め
る
と
、
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
外
人
が
、

思
わ
ず
前
に
重
心
を
移
し
て
、
そ
の
拍
子

に
面
白
い
よ
う
に
宙
を
飛
ん
だ
と
、
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

す
べ
て
が
変
革
を
求
め
て
身
を
よ
じ
っ

て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
球
に
な
っ
て
こ
ろ

が
る
か
、
跳
び
は
ね
る
か
―
―
。

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

山
本
兼
太
郎
）
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▼
二
二
市
町
村
が
赤
字
団
体
に

　

平
成
十
二
年
度
の
決
算
規
模
（
普
通
会

計
）
は
、
歳
入
一
〇
〇
兆
二
、
七
五
一
億

円
、
歳
出
九
七
兆
六
、
一
六
四
億
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
三
・
六
％
、
三
・

九
％
減
少
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
減
少
。
国

の
補
正
予
算
の
経
済
対
策
が
小
規
模
と

な
っ
た
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
決
算
が

公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
た
こ
と
な
ど
が

要
因
。
こ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
一
兆

一
、
二
五
九
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
う

ち
、
都
道
府
県
は
前
年
度
の
一
九
四
億
円

の
赤
字
か
ら
七
億
円
の
黒
字
に
転
換
し

た
。
そ
れ
で
も
、
赤
字
団
体
が
、
都
道
府

県
で
は
東
京
と
大
阪
（
前
年
度
四
団
体
）

の
二
団
体
、
市
町
村
も
二
二
団
体
（
同
二

二
団
体
）
と
な
っ
て
い
る
。
赤
字
市
町
村

の
内
訳
は
一
四
市
、
六
町
村
と
二
つ
の
一

部
事
務
組
合
。

▼
地
方
税
が
三
年
ぶ
り
増
加
に

　

歳
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
地
方
税
は
三

五
兆
五
、
四
六
四
億
円
（
前
年
度
比
一
・

五
％
増
）
で
、
三
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ

た
。
個
人
住
民
税
が
三
・
八
％
減
少
し
た

も
の
の
、
定
額
郵
貯
の
大
量
満
期
で
都
道

府
県
民
税
の
利
子
割
が
二
倍
に
増
加
、
法

人
関
係
二
税
も
企
業
収
益
の
改
善
を
反
映

し
て
六
・
〇
％
増
加
し
た
た
め
。
歳
入
に

占
め
る
地
方
税
の
割
合
も
三
五
・
四
％
と

前
年
度
よ
り
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

た
だ
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
六
三
年
（
四
四
・

三
％
）
と
比
べ
る
と
、
三
三
〜
三
六
％
台

で
低
迷
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
特
例
交

付
金
（
九
、
一
四
〇
億
円
、
同
四
二
・
八

％
増
）、
地
方
交
付
税
（
二
一
兆
七
、
七

六
四
億
円
、
同
四
・
四
％
増
）
も
増
加
し

た
。
こ
れ
に
地
方
譲
与
税
を
加
え
た
一
般

財
源
は
五
八
兆
八
、
五
七
〇
億
円
（
同
三
・

〇
％
増
）
と
な
り
、
歳
入
に
占
め
る
割
合

も
五
八
・
七
％
と
前
年
度
よ
り
三
・
八
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

一
方
、
普
通
建
設
事
業
が
減
少
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
国
庫
支
出
金
が
一
四
兆

四
、
五
四
三
億
円
、
同
一
二
・
九
％
減
と

な
っ
た
ほ
か
、
地
方
債
も
一
一
兆
一
、
一

六
一
億
円
で
、
同
一
五
・
〇
％
減
と
な
っ

た
。
地
方
税
収
の
落
ち
込
み
に
伴
う
減
収

を
補
て
ん
す
る
地
方
債
の
発
行
が
減
少
し

た
ほ
か
、
普
通
建
設
事
業
が
減
少
し
た
た

め
。
こ
の
た
め
、
地
方
債
依
存
度
も
一

一
・
一
％
と
前
年
度
よ
り
一
・
五
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
が
四
五
兆

三
、
二
〇
〇
億
円
と
前
年
度
よ
り
〇
・
九

％
減
少
し
た
。
人
件
費
（
二
六
兆
八
、
七

七
五
億
円
、
同
〇
・
六
％
減
）
が
職
員
給

の
減
少
等
で
前
年
度
を
下
回
っ
た
ほ
か
、

扶
助
費
（
六
兆
九
六
四
億
円
、
同
一
一
・

八
％
減
）
が
介
護
保
険
関
係
経
費
の
公
営

企
業
会
計
移
行
で
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
。
そ
の
中
で
、
公
債
費
だ
け
が
一
二

兆
三
、
四
六
二
億
円
、
前
年
度
比
五
・
〇

％
増
と
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
ま
で

増
発
し
た
地
方
債
の
償
還
が
本
格
化
し
た

た
め
。
こ
の
た
め
、
義
務
的
経
費
の
構
成

比
も
、
前
年
度
比
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇

の
四
六
・
四
％
と
な
っ
た
。
同
経
費
は
、

近
年
、
投
資
的
経
費
の
増
加
が
相
対
的
に

大
き
か
っ
た
た
め
昭
和
六
十
年
度（
四
八
・

八
％
）
を
ピ
ー
ク
に
低
下
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
平
成
八
年
度
以
降
は
投
資
的
経
費
の

減
少
に
伴
い
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
う
ち
、

扶
助
費
の
構
成
比
は
、
社
会
福
祉
関
係
事

務
が
主
に
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た

め
市
町
村
（
九
・
二
％
）
が
都
道
府
県

（
二
・
六
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
投
資
的
経
費
は
、
そ
の
大
部
分

を
占
め
る
普
通
建
設
事
業
費
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
二
四
兆
四
、
三
三
五
億
円
、
前

年
度
比
八
・
九
％
減
と
な
っ
た
。
う
ち
、

補
助
事
業
費
は
一
〇
兆
五
、
一
三
八
億
円

（
同
九
・
八
％
減
）、
単
独
事
業
費
は
一
一

兆
八
、
五
七
〇
億
円
（
同
八
・
〇
％
減
）

と
な
っ
た
が
、
単
独
事
業
費
が
引
き
続
き

補
助
事
業
費
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
経
費
も
二
七
兆
八
、
六
二
九
億
円
（
同

四
・
二
％
減
）と
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
繰

出
金
が
増
加
（
同
二
一
・
三
％
増
）
し
た

も
の
の
、
積
立
金
（
同
二
二
・
五
％
減
）、

貸
付
金
（
同
六
・
〇
％
減
）、
物
件
費
（
同

三
・
六
％
減
）
等
が
減
少
し
た
た
め
。

　

な
お
、
投
資
的
経
費
の
構
成
比
は
、
平

成
二
年
度
以
降
の
積
極
的
な
地
方
単
独
事

業
の
実
施
や
四
年
度
以
降
の
数
次
に
わ
た

る
経
済
対
策
の
影
響
か
ら
上
昇
し
て
い
た

地 

方 

政 

書 

財 

白 

平
成
十
四
年
版 

借
入
金
残
高
が
一
八
一
兆
円
に
拡
大 

〔
解
　
説
〕 

　

総
務
省
は
三
月
二
十
二
日
、
平
成
十
四
年
版
の
地
方
財
政
白
書
を
ま
と
め

た
。
平
成
十
二
年
度
の
地
方
財
政
を
分
析
し
た
も
の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
決

算
規
模
は
、
国
の
経
済
対
策
が
小
規
模
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
反
映
し
て
三

年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、
実
質
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、

二
都
府
と
二
二
市
町
村
が
赤
字
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
の
減
少
か
ら
低
下
し
た
が
、
公
債
費
負

担
比
率
、
起
債
制
限
比
率
と
も
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
ま
で
増
発
し
た
地
方
債

の
償
還
の
本
格
化
に
伴
い
公
債
費
が
増
加
し
た
た
め
。
さ
ら
に
、
借
入
金
残

高
は
約
一
八
一
兆
円
に
も
膨
ら
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
白
書
は
「
地
方
財
政
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
指
摘
。
引
き
続
き
行
政
改
革
と
歳
出
の
重

点
化
、
行
財
政
運
営
の
透
明
化
に
よ
る
地
方
財
政
の
健
全
化
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMM

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
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が
、
八
年
度
に
低
下
に
転
じ
、
十
二
年
度

は
前
年
度
比
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
二

五
・
〇
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
普
通
建
設

事
業
費
の
う
ち
、
補
助
事
業
の
構
成
比
は

都
道
府
県
（
一
三
・
四
％
）
が
市
町
村

（
七
・
六
％
）
を
上
回
る
一
方
、
単
独
事

業
費
で
は
市
町
村
（
一
三
・
八
％
）
が
都

道
府
県
（
九
・
七
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

▼
起
債
制
限
比
率
が
九
年
連
続
上
昇

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
み
る
と
、
経
常

一
般
財
源
に
占
め
る
人
件
費
や
公
債
費
な

ど
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
の
割
合
を
み

る
経
常
収
支
比
率
は
八
六
・
四
％
と
前
年

度
よ
り
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
集

計
開
始
以
来
最
も
高
か
っ
た
平
成
十
年
度

（
八
九
・
四
％
）
以
降
二
年
連
続
の
低
下

と
な
る
。
人
件
費
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も

の
だ
が
、
平
成
二
年
度
に
比
べ
る
と
一

六
・
二
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
特
に
公
債
費

充
当
分
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
う

ち
、
都
道
府
県
が
八
九
・
三
％
（
同
二
・

四
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
市
町
村
は
八
三
・
六

％
（
同
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
）
と
な
っ

て
い
る
。
都
道
府
県
が
高
い
の
は
、
市
町

村
立
義
務
教
育
教
職
員
給
与
を
負
担
す
る

な
ど
人
件
費
充
当
分
が
大
き
い
た
め
。
な

お
、
同
比
率
七
五
％
以
上
は
、
都
道
府
県

が
全
四
七
団
体
（
前
年
度
四
五
団
体
）、
市

町
村
も
八
五
・
八
％
を
占
め
る
二
、
七
六

八
団
体
（
同
二
、
六
九
四
団
体
）
あ
る
な

ど
、
多
く
の
団
体
で
財
政
構
造
が
硬
直
化

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
債
費
が
一
般
財
源
総
額
に
占

め
る
割
合
を
み
る
と
、
公
債
費
負
担
比
率

は
、
前
年
度
よ
り
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
一
七
・
七
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

発
行
し
た
地
方
債
の
元
金
償
還
が
増
加
し

て
い
る
た
め
で
、
平
成
四
年
度
以
降
九
年

連
続
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
地
方
債
元
利

償
還
金
が
一
般
財
源
（
標
準
財
政
規
模
）

に
占
め
る
割
合
で
あ
る
起
債
制
限
比
率
も

前
年
度
比
〇
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
一

一
・
三
％
と
九
年
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
。

公
債
費
は
義
務
的
経
費
の
中
で
特
に
弾
力

性
の
乏
し
い
経
費
で
あ
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
起
債
制

限
比
率
一
五
％
以
上
が
、
都
道
府
県
で
は

三
団
体
（
前
年
度
四
団
体
）、
市
町
村
で
は

一
〇
〇
団
体
（
同
九
八
団
体
）
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
を
み
る
と
、

平
成
十
二
年
度
末
の
地
方
債
現
在
高
は
一

二
八
兆
一
、
一
一
六
億
円
で
、
前
年
度
よ

り
二
・
〇
％
増
加
し
た
。
地
方
税
収
等
の

落
ち
込
み
や
減
税
に
伴
う
減
収
の
補
て

ん
、
経
済
対
策
に
伴
う
公
共
投
資
の
追
加

な
ど
で
地
方
債
が
急
増
し
た
た
め
。
同
残

高
は
、
昭
和
五
十
年
度
末
で
は
歳
入
総
額

の
〇
・
四
四
倍
だ
っ
た
が
、
平
成
四
年
度

以
降
急
増
、
一
二
年
度
末
に
は
一
・
二
八

倍
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
、
交
付
税
特
別
会

計
借
入
金
残
高
の
二
六
兆
二
、
六
三
三
億

円
（
同
一
八
・
二
％
増
）、
企
業
債
現
在

高
の
二
七
兆
三
二
三
億
円
（
同
四
・
一
％

増
）
を
加
え
た
普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き

借
入
金
残
高
は
、
前
年
度
比
四
・
四
％
増

の
一
八
一
兆
四
、
〇
七
二
億
円
に
膨
ら
ん

だ
。
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
は
前

年
度
よ
り
七
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
三
二

四
・
四
％
に
ま
で
増
大
、
名
目
国
内
総
生

産
に
対
す
る
比
率
も
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
上

昇
の
三
五
・
四
％
と
な
っ
た
。

▼
市
町
村
別
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
を
市
町
村
の
規
模
別
に
み
る

と
（
表
１
）、
一
団
体
当
り
の
歳
出
規
模

は
、
大
都
市
が
八
、
二
二
二
億
円
、
特
例

市
八
〇
二
億
円
、
小
都
市
一
九
三
億
円
、

人
口
一
万
人
以
上
町
村
七
一
億
円
、
同
一

万
人
未
満
町
村
四
〇
億
円
な
ど
と
人
口
規

模
の
大
き
さ
に
応
じ
て
規
模
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
人
口
一
人
当
た
り

で
み
る
と
、
大
都
市
五
二
万
円
、
特
例
市

三
五
万
円
、
小
都
市
三
七
万
円
、
一
万
人

以
上
町
村
三
八
万
円
、
一
万
人
未
満
町
村

七
四
万
円
と
、
逆
に
、
小
規
模
団
体
ほ
ど

規
模
が
大
き
く
な
る
。

　

歳
入
で
は
（
表
２
）、
う
ち
地
方
税
の
構

成
比
は
中
都
市
の
四
七
・
二
％
を
ト
ッ
プ

に
、
特
例
市
、
中
核
市
な
ど
が
高
く
、
一

万
人
以
上
町
村
は
二
八
・
三
％
、
一
万
人

未
満
町
村
は
一
二
・
四
％
で
最
も
低
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
方
交
付

税
の
構
成
比
は
一
万
人
未
満
町
村
の
四

五
・
三
％
を
ト
ッ
プ
に
、
一
万
人
以
上
町

村
（
三
一
・
五
％
）、
小
都
市
な
ど
が
続
き
、

最
も
低
い
大
都
市
は
九
・
一
％
と
一
ケ
タ

歳　入 歳　出 歳　入 歳　出 

千円 億円 億円  千円 

5238,2228,337大 都 市  515

3771,5831,637中 核 市  365

354802823特 例 市  345

323612631中 都 市  314

386193199小 都 市  373

3957174町村（人口１万人以上） 378

7654041町村（人口１万人未満） 737

人口１人当たり １団体当たり 
区　　分 1223445 1223445

表１　市町村の規模別１団体・人口１人当たりの決算額の状況 

表２　市町村の規模別歳入決算の状況 （構成比　％） 

1.412.09.138.9大 都 市  11.5

2.511.212.641.9中 核 市  9.6

3.910.611.444.3特 例 市  7.7

4.59.210.047.2中 都 市  7.1

5.18.823.433.6小 都 市  8.7

6.05.831.528.3１ 万 以 上 町 村  8.3

8.36.045.312.4１ 万 未 満 町 村  10.7

都道府県 
支 出 金 

国　庫 
支出金 

地　方 
交付税 

地方税 

 

地方債 

表３　市町村の規模別歳出決算の状況 （構成比　％） 

22.312.841.8大 都 市  12.9

24.511.943.6中 核 市  16.6

20.911.744.5特 例 市  12.4

19.211.045.0中 都 市  12.8

22.511.741.9小 都 市  14.0

24.111.737.0１ 万 以 上 町 村  15.1

29.114.435.7１ 万 未 満 町 村  14.4

投資的 
経　費 

う　ち 
公債費 

義務的 
経　費 

 
う　ち 
単　独 （ ） （ ） 
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台
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
債
の
構
成
比

（
地
方
債
依
存
度
）
は
、
大
都
市
の
一
一
・

五
％
が
最
も
高
い
が
、
次
い
で
一
万
人
未

満
町
村
が
一
〇
・
七
％
で
続
き
、
一
万
人

以
上
町
村
は
八
・
三
％
、
最
低
は
中
都
市

の
七
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
（
性
質
別
構
成
比
）
で
は
（
表
３
）、

う
ち
、
投
資
的
経
費
は
一
万
人
未
満
町
村

の
二
九
・
一
％
を
ト
ッ
プ
に
、
中
核
市
、

一
万
人
以
上
町
村
な
ど
が
続
き
、
中
都
市

が
一
九
・
二
％
で
最
も
低
い
。
こ
れ
に
対

し
、
義
務
的
経
費
は
中
都
市
が
四
五
・
〇

％
で
最
も
高
く
、
特
例
市
、
中
核
市
が
続

き
、
一
万
人
以
上
町
村
（
三
七
・
〇
％
）、

一
万
人
未
満
町
村
（
三
五
・
七
％
）
で
は

四
割
台
を
割
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
み
る
と

（
表
４
）、
経
常
収
支
比
率
は
大
都
市
が
八

九
・
四
％
で
最
も
高
く
、
こ
の
ほ
か
、
中

都
市
、
小
都
市
、
特
例
市
、
一
万
人
未
満

町
村
の
い
ず
れ
も
八
〇
％
台
の
高
率
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
万
人
以
上
町
村
（
七

九
・
三
％
）
と
中
核
市
（
七
九
・
五
％
）

の
み
が
八
〇
％
台
を
割
っ
て
い
る
。
な

お
、
町
村
で
低
い
の
は
、
生
活
保
護
等
を

都
道
府
県
が
負
担
し
て
い
る
な
ど
扶
助
費

の
割
合
が
低
い
た
め
。
ま
た
、
公
債
費
負

担
比
率
は
一
万
人
未
満
町
村
の
一
九
・
三

％
が
最
も
高
く
、
以
下
、
大
都
市
、
中
核

市
な
ど
が
続
き
、
中
都
市
が
一
四
・
二
％

で
最
も
低
い
。
起
債
制
限
比
率
は
、
大
都

市
の
一
四
・
二
％
が
最
も
高
く
、
以
下
、

特
例
市
、
中
核
市
が
一
一
％
台
で
続
き
、

町
村
は
、
一
万
人
以
上
町
村
八
・
七
％
、

一
万
人
未
満
町
村
九
・
六
％
と
い
ず
れ
も

一
ケ
タ
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
起
債
制

限
比
率
の
分
布
を
み
る
と
、
最
も
高
い
大

都
市
で
は
四
二
％
が
「
一
五
％
以
上
」
で
、

他
の
都
市
も
六
〜
七
割
が
「
一
〇
％
〜
一

五
％
未
満
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

町
村
で
は
約
半
数
が
「
五
％
〜
一
〇
％
未

満
」
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な

財
政
負
担
を
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
で
み
る
と
、
大
都
市
が
三
一
三
％
で

最
も
高
く
、
次
い
で
中
核
市
、
特
例
市
な

ど
と
続
き
、
町
村
は
、
一
万
人
未
満
町
村

が
一
四
八
％
、
一
万
人
以
上
町
村
が
一
二

二
％
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
・
権
能
が
大

き
い
団
体
ほ
ど
比
率
が
高
い
傾
向
に
あ

る
。 

（
自
治
日
報
社　

井
田
正
夫
）

表４　市町村（規模別）の財政構造の弾力性等 

18.2 14.2 313.189.4大 都 市  0.3

16.3 11.3 184.979.5中 核 市  3.0

15.9 11.6 174.682.5特 例 市  3.1

14.2 10.6 163.885.0中 都 市  3.4

15.3 10.7 165.883.9小 都 市  4.0

14.5 8.7 122.079.3１ 万 以 上 町 村  5.2

19.3 9.6 148.081.2１ 万 未 満 町 村  5.0

公 債 費 
負担比率 

起債制 
限比率 

実質財政負担 
標準規模比率 

経常収 
支比率 

 
実質収 
支比率 
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◇
制
度
改
正
の
背
景

　

昭
和
二
十
三
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に

よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十

八
年
の
大
幅
な
改
正
を
経
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
制
度

は
、
経
済
社
会
状
況
の
大
幅
な
変
動
等
に

よ
る
住
民
意
識
の
変
化
等
に
伴
い
、
近
年

増
加
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。

　

行
政
と
い
え
ど
も
そ
の
活
動
が
一
定
の

価
値
判
断
に
よ
る
裁
量
行
為
を
伴
い
、
ま

た
最
終
的
に
自
然
人
を
通
じ
て
営
ま
れ
る

以
上
、完
全
無
欠
な
無
謬
性
を
絶
対
的
条
件

と
し
て
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
え
る
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
の
違
法
・
不
当
を
た

だ
す
途
と
し
て
、
苦
情
処
理
や
不
服
申
立

に
よ
る
簡
易
迅
速
な
救
済
手
続
き
に
加

え
、
行
政
事
件
訴
訟
の
中
の
民
衆
訴
訟
と

し
て
住
民
訴
訟
制
度
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
住
民
に
よ
る
行
政
監
視
の

有
効
な
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
長
や
職
員
個
人
を

被
告
と
す
る
住
民
訴
訟
制
度
の
も
と
で

は
、
た
と
え
長
や
職
員
個
人
が
適
法
な
財

務
会
計
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

住
民
が
違
法
と
判
断
す
れ
ば
、
長
や
職
員

個
人
を
被
告
と
し
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
そ
し
て
、
長
や
職
員
は
裁
判
に

伴
う
各
種
負
担
を
個
人
と
し
て
担
わ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
長
や
職
員
に
、
政

策
判
断
に
対
す
る
過
度
の
慎
重
化
や
事
な

か
れ
主
義
へ
の
傾
斜
に
よ
る
責
任
回
避
等

と
い
っ
た
、
こ
の
制
度
の
幣
害
が
指
摘
さ

れ
、
分
権
時
代
に
あ
っ
て
大
胆
か
つ
柔
軟

な
発
想
の
も
と
で
積
極
的
な
行
政
展
開
を

行
う
こ
と
が
困
難
に
な
る
、
と
い
っ
た
声

が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府

は
、
第
二
十
六
次
地
方
制
度
調
査
会
が
、

平
成
十
二
年
十
月
二
十
五
日
の
答
申
に
お

い
て
、「
住
民
自
治
の
更
な
る
充
実
方
策
」

と
し
て
、
住
民
監
査
請
求
や
住
民
訴
訟
制

度
の
見
直
し
を
提
言
し
た
の
を
受
け
、
こ

れ
ら
の
制
度
改
正
に
着
手
し
た
。

◇
住
民
監
査
請
求
制
度

　

地
方
財
政
の
健
全
性
は
、
終
局
的
に
は

租
税
の
負
担
者
で
あ
る
住
民
の
監
視
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

り
、
地
方
自
治
体
の
財
産
管
理
や
財
務
会

計
行
為
の
適
否
は
、
監
査
委
員
に
対
す
る

監
査
請
求
を
通
じ
て
監
視
し
よ
う
と
す
る

仕
組
み
が
住
民
監
査
請
求
制
度
で
あ
る
。

（
法
二
四
二
条
）

　

今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に
監
査
委
員

に
よ
る
暫
定
的
な
停
止
勧
告
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
民

監
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
一
定
の
要
件

（
当
該
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
思
料
す
る

に
足
る
相
当
の
理
由
が
あ
り
、
回
復
困
難

な
損
害
を
回
避
す
る
た
め
の
緊
急
の
必
要

が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
の
停
止
に

よ
っ
て
人
の
生
命
、
身
体
に
対
す
る
重
大

な
危
害
発
生
の
防
止
そ
の
他
公
共
の
福
祉

を
著
し
く
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
）
の
も
と
、
当
該
地
方
公

共
団
体
の
長
や
執
行
機
関
ま
た
は
職
員
に

対
し
、
理
由
を
付
し
た
上
で
勧
告
手
続
き

が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
行
為
の
停

止
を
勧
告
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
審
査
の
際
、
監
査
委
員
が
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
人
お
よ
び
関
係

機
関
ま
た
は
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
て
陳
述

の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
、
審
査
手
続
き
の
透
明
性
の
確
保
と
、
信

頼
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
住
民
監
査
請
求

制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◇
住
民
訴
訟
制
度

　

住
民
訴
訟
制
度
は
住
民
が
監
査
請
求
を

し
て
も
、
監
査
委
員
が
監
査
を
行
わ
な

地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
法
が
成
立

地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
法
が
成
立

〜 
住
民
訴
訟
・
新
四
号
訴
訟
の
適
用
は
十
四
年
九
月
一
日
か
ら 
〜

　

住
民
の
直
接
請
求
要
件
の
緩
和
や
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
制
度
等

の
充
実
を
図
る
た
め
の
「
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
、
去
る
三
月
二
十
八
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
、
成
立
し
た
。

同
法
律
案
は
、
翌
二
十
九
日
の
閣
議
を
経
て
三
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
法
律
案
は
、①
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
関
す
る
事
項

の
ほ
か
、②
合
併
協
議
会
に
関
す
る
住
民
投
票
制
度
の
導
入
等
を
内
容
と

し
た
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
関
す
る
事
項
、

③
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
意
見（
平
成
十
二
年
八
月
八
日
）を
踏
ま
え
、

権
利
義
務
規
制
に
係
る
事
項
に
関
し
条
例
・
規
則
等
へ
の
委
任
の
あ
り
方
の

見
直
し
に
伴
う
個
別
法
の
改
正
に
関
す
る
事
項
を
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
令
等
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
施
行
期
日
は
、
①
地
方
自
治
法
の
住
民

訴
訟
等
に
関
す
る
事
項
が
平
成
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
、
②
市
町
村
合
併

特
例
法
関
係
が
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
、
③
条
例
・
規
則
等
の

委
任
に
関
す
る
個
別
法
の
改
正
関
係
が
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
、
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
誌
で
は
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
今
回
の
法
改
正
の
う
ち
、
地
方
自

治
体
関
係
者
の
関
心
が
特
に
高
か
っ
た
、
住
民
監
査
請
求
制
度
と
住
民
訴

訟
制
度
の
見
直
し
を
中
心
に
解
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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活 動

か
っ
た
り
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
い
場

合
、
あ
る
い
は
議
会
、
長
そ
の
他
執
行
機

関
が
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
に

備
え
、
監
査
請
求
を
し
た
住
民
が
さ
ら
に

裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
て
、
執
行
機
関

ま
た
は
職
員
等
に
対
し
違
法
な
財
務
会
計

行
為
を
是
正
す
る
よ
う
請
求
で
き
る
制
度

で
あ
る
。（
法
二
四
二
条
の
二
）

　

今
回
の
改
正
で
は
、
法
二
四
二
条
の
二

の
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
訴
訟
類
型
の

う
ち
、
損
害
賠
償
や
不
当
利
得
の
返
還
請

求
に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
四
号
訴
訟
」

の
規
定
を
中
心
に
に
改
正
の
手
が
加
え
ら

れ
、
今
回
の
自
治
法
改
正
の
焦
点
の
一
つ

と
な
っ
た
。

　

従
前
の
四
号
訴
訟
で
は
、
住
民
が
違
法

と
判
断
す
る
財
務
会
計
行
為
に
つ
い
て
、

当
該
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
り
（
違
法
な

支
出
に
よ
り
損
害
を
こ
う
む
る
の
は
当
該

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
か
ら
）、
長
や
職

員
個
人
を
被
告
と
し
た
損
害
賠
償
や
不
当

利
得
の
返
還
請
求
を
行
う
「
代
位
請
求
訴

訟
」
と
い
う
類
型
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
新
た
な
制
度
で
は
、
請
求
の
相
手

方
を
長
や
職
員
「
個
人
」
か
ら
「
執
行
機

関
と
し
て
の
長
等
」
へ
と
変
更
し
、「
執
行

機
関
と
し
て
の
長
等
」
か
ら
「
個
人
」
に

対
し
、
損
害
賠
償
や
不
当
利
得
の
返
還
を

命
ず
る
こ
と
を
請
求
を
す
る
「
履
行
請
求

訴
訟
」
へ
と
訴
訟
類
型
の
再
構
成
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
訴
訟
で
被
告

た
る
執
行
機
関
の
敗
訴
が
確
定
し
た
場

合
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

職
員
個
人
等
に
対
し
、
判
決
の
確
定
後
六

〇
日
以
内
を
期
限
と
し
た
賠
償
命
令
等
を

行
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
場

合
、
損
害
賠
償
請
求
等
の
民
事
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
が
新
た
に
義
務
づ
け
ら
れ

た
。（
改
正
法
二
四
三
条
の
二
、
四
項
以

下
）
こ
の
と
き
、
長
個
人
に
対
す
る
賠
償

命
令
等
を
行
う
場
合
に
は
、
執
行
機
関
の

立
場
と
個
人
の
立
場
と
が
重
複
し
利
益
相

反
と
な
る
た
め
、
代
表
監
査
委
員
が
当
該

地
方
公
共
団
体
を
代
表
し
て
賠
償
等
を
命

ず
る
規
定
が
置
か
れ
た
。（
改
正
法
二
四

二
条
の
三
、
五
項
）

　

ま
た
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
際
、
執
行

機
関
等
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
訴
訟
を
個
人

と
し
て
の
当
該
職
員
等
に
告
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。（
改

正
法
二
四
二
条
の
二
、
七
項
）
そ
の
趣
旨

と
し
て
は
、
執
行
機
関
等
が
訴
訟
で
敗
訴

し
た
場
合
、
個
人
と
し
て
損
害
賠
償
義
務

等
を
負
う
こ
と
と
な
る
職
員
等
に
対
し
、

あ
ら
か
じ
め
当
該
訴
訟
に
参
加
す
る
機
会

を
与
え
、
判
決
へ
の
参
加
的
効
力
を
こ
れ

ら
の
者
に
及
ぼ
す
と
と
と
も
に
、
そ
の
判

決
の
既
判
力
を
第
二
段
目
の
民
事
訴
訟
に

及
ぼ
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め

第
二
段
訴
訟
に
お
い
て
、
違
法
性
や
責
任

の
有
無
が
再
度
争
点
と
な
る
こ
と
は
な
く

な
り
、
裁
判
は
短
期
間
で
終
了
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て

は
、
前
述
の
訴
訟
類
型
の
再
構
成
に
よ

り
、
被
告
が
「
個
人
」
か
ら
「
執
行
機
関
」

へ
と
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会

や
言
論
界
、
学
者
等
の
一
部
か
ら
、「
首
長

の
責
任
逃
れ
」、
で
あ
る
と
か
、「
住
民
の

権
利
を
狭
め
る
」
と
い
っ
た
批
判
や
疑
問

が
出
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
①
新
四
号
訴
訟
に
お
い

て
も
、
訴
訟
の
対
象
と
な
る
範
囲
や
個
人

市市市市市市市市市市市
町町町町町町町町町町町
村村村村村村村村村村村
長長長長長長長長長長長
特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別
セセセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーー

―
受
講
者
募
集
中
―

　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
で
は
、
財
団
法

人
地
域
創
造
と
の
共
催
に
よ
り
、
市
区
町
村
長
、

助
役
、
収
入
役
を
対
象
に
、
地
域
の
国
際
化
と
今

後
の
市
町
村
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
考
え
る
特
別

セ
ミ
ナ
ー
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記

一
、
日　

時

　
　

平
成
十
四
年
五
月
十
六
日（
木
）十
三
時
開
講

　
　
　
　
　
　

十
七
日（
金
）十
二
時
十
五
分
閉
講

二
、
内　

容

　

◎
五
月
十
六
日
（
木
）

　
　

講
演
「
未
完
の
分
権
改
革
」

　
　
　

地
方
制
度
調
査
会
会
長　

諸
井　

虔
氏

　
　

講
演
「
地
方
分
権
の
課
題
」（
仮
題
）

　
　
　

東
京
大
学
経
済
学
部
教
授　

神
野
直
彦
氏

　

◎
五
月
十
七
日
（
金
）

　
　

＊
会
場
／
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル

　
　

講
演
「
Ｉ
Ｔ
時
代
の
文
化
的
課
題
」

　
　
　

演
出
家
・
劇
団
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
主
宰
鈴
木
忠
志
氏

講
演
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
音
楽
が
街
に
や
っ
て
く
る

…
〜
音
楽
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
実
例
〜
」

　
　
　

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

児
玉
真
氏
外

三
、
参
加
費　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
（
研
修
費
、
宿
泊
費
等
一
切
を
含
み
ま
す
。）

四
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
教
務
課

　

〒
五
二
〇
―
〇
一
〇
六

　

滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
二
丁
目
十
三
番
一
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
七
―
五
七
八
―
五
九
三
二

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
―
五
七
八
―
五
九
〇
六

五
、
申
込
期
限　

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日（
金
）

※
研
修
概
要
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。ア
ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.jiam

.jp

で
す
。

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

　

全
国
町
村
会
で
は
、
地
方
自

治
法
等
の
一
部
改
正
法
案
が
国

会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
た

昨
年
秋
以
降
、
早
期
成
立
に
向

け
た
要
望
活
動
を
全
国
の
町
村

長
各
位
の
協
力
を
得
な
が
ら
数

次
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
改
正

法
成
立
を
受
け
、
四
月
十
一
日

山
本
文
男
全
国
町
村
会
長
（
福

岡
県
添
田
町
長
）
が
自
民
党
の

山
�　

拓
幹
事
長
ら
同
党
幹
部

を
訪
ね
、
法
成
立
に
対
す
る
謝

意
を
伝
え
た
。

改正自治法成立で改正自治法成立で
山本会長が自民党幹部を訪問山本会長が自民党幹部を訪問

△山�自民党幹事長（左）と山本会長（右）
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政 策

と
し
て
の
長
、
職
員
等
に
損
害
賠
償
義
務

等
を
負
わ
せ
る
と
い
う
実
体
責
任
に
は
、

何
ら
の
変
更
も
な
い
こ
と
、
②
執
行
機
関

と
し
て
応
訴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
の
有
す
る
証
拠
や
資
料
の
活
用
が

可
能
と
な
る
こ
と
、
③
結
果
と
し
て
地
方

公
共
団
体
の
説
明
責
任
の
強
化
と
な
り
、

将
来
に
向
け
て
の
違
法
な
行
為
の
抑
止
へ

の
適
切
な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
と

い
っ
た
改
正
に
伴
う
積
極
的
な
プ
ラ
ス
効

果
が
期
待
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
原
告
（
住
民
）
が
勝
訴
し

た
場
合
の
弁
護
士
費
用
の
公
費
負
担
を
、

四
号
訴
訟
の
み
な
ら
ず
、
差
し
止
め
請
求

（
一
号
）、
取
り
消
し
・
無
効
確
認
（
二
号
）、

違
法
確
認
（
三
号
）
の
す
べ
て
の
訴
訟
類

型
に
拡
大
す
る
な
ど
、
客
観
訴
訟
と
し
て

の
住
民
訴
訟
の
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
て

い
る
。

◇
職
員
に
対
す
る
賠
償
命
令
制
度

の
充
実

　

法
二
四
三
条
の
二
が
定
め
る
職
員
の
賠

償
責
任
に
つ
い
て
は
、
従
前
、
賠
償
を
命

ず
る
期
間
が
三
年
と
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、
地
方
自
治
法
（
二
三
六
条
）
に
お
け

る
一
般
的
な
金
銭
債
権
の
消
滅
時
効
で
あ

る
五
年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◇
そ
の
他

　

そ
の
他
、
今
回
の
改
正
で
は
、
直
接
請

求
要
件
の
緩
和
と
し
て
解
散
や
解
職
に
関

す
る
署
名
収
集
要
件
の
緩
和
や
、
中
核
市

の
指
定
要
件
に
お
い
て
人
口
五
〇
万
人
以

上
の
市
に
つ
い
て
面
積
要
件
を
廃
止
す
る

等
の
改
正
が
図
ら
れ
た
。

監査請求 停止勧告 

監査結果 

60日以内 

新４号訴訟における住民訴訟の流れ（概略） 

訴訟提起 

30日以内 

原告：住民 被告：執行機関 

訴訟告知 

長・職員個人 

財務会計行為ま 
たは怠る事実等 

１年以内 

判　　決 

不服の時 
長・職員に対して 
賠償命令せよ　 

認容 棄却 

地方公共団体の長 
（監査委員） 

①60日以内期 
限の賠償命令 

②従わない時 

③民事訴訟 

長・職員個人 
補助参加 

却下 

原告不服の時 

控訴・上告 

被告不服の時 

①違法であると思料するに足る相当な理由があり、 
②回復困難な損害回避の緊急の必要があり、 
③かつ、停止による人の生命・身体に対する重大　 
　な危害発生の防止その他公共の福祉を著しく阻　 
　害するおそれがないとき 

履行請求訴訟 

選ぶならUFJの 
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�
　

兵
庫
県
南
部
か
ら
播
但
連
絡
道
を
北

上
、
神
崎
南
Ｉ
・
Ｃ
で
降
り
る
と
左
折
、

信
号
す
ぐ
右
折
。
左
手
山
麓
に
二
四
〇

品
種
二
、
八
〇
〇
本
に
及
ぶ
桜
の
青
空

博
物
館
「
か
ん
ざ
き
桜
の
山
・
桜
華
園
」

が
広
が
る
町
の
幹
線
道
路
へ
。
こ
の

道
、
制
限
速
度
は
五
〇
㎞
で
す
が
、
少

し
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ

か
ら
一
㎞
あ
ま
り
、
道
路
路
肩
に
途
切

れ
る
こ
と
な
く
季
節
の
花
。
橋
を
渡
る

と
今
度
は
歩
道
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
が

約
五
〇
〇
ｍ
ず
ら
り
。
総
合
病
院
前
右

手
に
は
花
屋
さ
ん
。
た
ん
ぼ
の
中
は
少

し
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
信
号
左
折
。
中

央
公
民
館
ま
で
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
町
道

の
路
肩
に
も
花
、
花
。他
に
も
町
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
、
の
ど
か
な
農
村
の
風
景

に
花
や
木
が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
の
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
多
く
の
方
々
の
手

で
一
株
ひ
と
か
ぶ
植
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。
町
内
の
道
路
・
河
川
な
ど
の
遊
休

地
、
集
落
近
く
の
里
山
、
公
民
館
や
バ

ス
停
な
ど
に
年
間
数
千
本
単
位
、
延
べ

犬
も
歩
け
ば
花
に
あ
た
る
？

数
万
本
も
の
花
や
木
が
住
民
の
手
で
植

え
ら
れ
、
町
の
景
観
や
印
象
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
作
業
を
通
じ
て
地
域
へ
の

愛
着
や
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

�
　

神
崎
町
は
兵
庫
県
の
ど
ま
ん
中
。
標

高
一
〇
〇
ｍ
か
ら
一
、
〇
〇
〇
ｍ
に
及

ぶ
町
域
約
一
〇
〇
平
方
キ
ロ
の
八
七
％

が
山
林
、
そ
の
八
割
が
黒
い
森
・
杉
檜

の
人
工
林
で
す
。

　

平
成
元
年
、
長
期
総
合
計
画
策
定
の

た
め
の
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
川
の
水
が
少
な
く

な
っ
た
・
人
工
林
が
多
く
暗
い
感
じ
が

す
る
・
四
季
の
移
ろ
い
が
感
じ
ら
れ
な

い
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
多
く
の
町
民

の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
疎

化
、
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
、
山
林
と
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
河

枯
木
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

平成13年度　地域づくり総務大臣表彰

住民参加のまちづくり
現地レポート現地レポート

兵庫県兵庫県

神 崎 町 神  崎  町 
かん ざき ちょう

みんなで創ろう「のんびり楽しい田舎人天国」

道
路
敷
花
壇
の
手
入
れ

神崎町
　�
兵庫県

路
肩
に
続
く
花
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川
の
荒
廃
、
等
の
問
題
に
危
機
感
を
募

ら
せ
て
い
た
町
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
の

山
・
町
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
目
標
を

総
合
計
画
に
掲
げ
、
翌
平
成
二
年
、
ふ

る
さ
と
創
生
資
金
に
よ
る
桜
の
青
空
博

物
館
「
か
ん
ざ
き
桜
の
山
・
桜
華
園
」

の
造
成
と
同
時
に
、「
花
と
緑
の
町
づ

く
り
推
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の
方
々
が

自
ら
主
体
的
に
集
落
周
辺
の
里
山
な
ど

へ
広
葉
樹
や
花
木
を
植
栽
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
、
苗
木
や
肥
料
な
ど
の
材
料

代
を
町
が
一
定
範
囲
で
助
成
す
る
も
の

で
、
全
山
間
伐
大
作
戦
や
複
相
林
化
推

進
等
の
行
政
施
策
と
並
行
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

身
近
な
山
や
川
の
荒
廃
を
行
政
以
上

に
敏
感
に
感
じ
て
お
ら
れ
た
地
域
の

方
々
は
、
集
落
や
自
治
会
単
位
で
積
極

的
に
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
多
く
の
住
民
の
手

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
荒
れ
る
に
任
せ

て
い
た
里
山
が
次
々
と
整
備
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
苗
木
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
山
ば
か
り

で
は
な
く
、
集
落
内
の
道
路

路
肩
や
河
川
の
堤
防
敷
な

ど
、
以
前
は
年
に
一
度
か
二

度
、
集
落
の
美
化
デ
ー
か
管

理
者
に
よ
っ
て
草
が
刈
ら
れ

る
だ
け
だ
っ
た
遊
休
地
に
も

老
人
ク
ラ
ブ
や
有
志
の
団
体

な
ど
を
中
心
に
花
や
木
が
植

え
ら
れ
、
常
に
人
の
手
が
入
り
美
し
く

管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
殺

風
景
だ
っ
た
公
民
館
、
バ
ス
停
な
ど
の

公
共
施
設
に
も
、
次
々
と
小
さ
な
花
壇

が
で
き
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
が
置
か
れ

ま
し
た
。

　

手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
だ
け
、
汗
を

流
せ
ば
流
す
だ
け
地
域
が
美
し
く
な
る

と
い
う
直
接
的
な
喜
び
は
地
域
へ
の
新

た
な
愛
着
を
生
み
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
ら
の
手
で
良
く
す
る
た
め
に
考

え
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
こ
と
か
ら

こ
つ
こ
つ
や
ろ
う
と
い
う
意
識
を
高
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
業
に
携
わ
る
人

ど
う
し
、
作
業
す
る
人
と
近
所
の
人
、

高
齢
者
と
小
学
生
な
ど
、
作
業
を
通
し

て
の
会
話
か
ら
地
域
の
一
体
感
が
強
ま

り
、「
あ
そ
こ
は
き
れ
い
に
し
と
っ
て

や
か
ら
、
う
ち
も
負
け
と
ら
れ
へ
ん
」

と
い
っ
た
良
い
意
味
で
の
競
争
意
識
に

よ
っ
て
、
町
内
全
域
に
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

�
　

こ
の
事
業
、
当
初
は
花
や
広
葉
樹
の

植
栽
に
限
っ
て
町
が
一
定
の
助
成
を
す

る
も
の
で
し
た
が
、
も
っ
と
地
域
を
良

く
し
た
い
と
い
う
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
熱
い
ご
要
望
に
応
え
て
徐
々
に
守
備

範
囲
を
広
げ
、
平
成
九
年
に
は
公
園
整

備
・
看
板
設
置
等
の
環
境
整
備
に
も
対

応
。
平
成
十
年
に
は
『
こ
こ
ろ
豊
か
な

地
域
づ
く
り
活
動
事
業
』
と
し
て
、
音

楽
な
ど
の
文
化
活
動
、
伝
統
芸
能
の
継

承
等
々
、
住
民
が
自
主
的
主
体
的
に
行

う
地
域
づ
く
り
活
動
を
幅
広
く
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
事
業
に
一
新
。

だ
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野

で
、
楽
し
く
美
し
く
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
気
軽
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

心
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
に
よ
る
有

志
の
会
が
近
年
次
々
と
生
ま
れ
、
楽
し

い
地
域
づ
く
り
に
こ
の
事
業
を
有
効
に

活
用
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
す
て
き
な
音
楽
を
聞
く

会
」
が
年
二
〜
三
回
開
催
す
る
手
づ
く

り
コ
ン
サ
ー
ト
�
ふ
だ
ん
着
で
聞
く
ク

ラ
シ
ッ
ク
�
や
�
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
�

は
た
い
へ
ん
好
評
で
、
姫
路
や
神
戸
か

ら
の
来
場
者
も
多
く
、
毎
回
満
席
の
状

態
で
す
。
会
場
は
そ
の
都
度
、
季
節
の

花
や
野
草
、
竹
、
な
ど
を
使
っ
て
凝
っ

た
飾
り
つ
け
が
さ
れ
、
な
ん
と
も
の
ん

び
り
楽
し
い
空
間
に
。
託
児
室
完
備
で

お
子
様
連
れ
も
Ｏ
Ｋ
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
つ
き
。
そ

し
て
ス
テ
ー
ジ
に
は
大
阪
フ
ィ
ル
な
ど

の
一
流
奏
者
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
主
婦

か
ん
ざ
き
桜
の
山
・
桜
華
園

夢
花
フ
ォ
ー
ラ
ム（
有
志
団
体
）作
業
風
景

河
川
敷
で
の
作
業
風
景
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主
体
の
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、
中
高
生
を

含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
手
で

運
営
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
消
防
団
卒
業
生
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
「
福
本
お
役
に
立
ち

隊
」
は
、
地
球
温
暖
化
抑
止
へ
の
運
動

な
ど
も
視
野
に
入
れ
�
住
民
の
心
の
温

度
を
二
℃
上
げ
よ
う
�
を
合
い
言
葉

に
、
一
㎡
花
壇
コ
ン
テ
ス
ト
や
集
落
夏

祭
り
で
の
花
火
の
打
上
げ
な
ど
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
展
開
。
昨
年
末
に
は

地
元
の
神
社
周
辺
を
一
万
数
千
個
の
電

球
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
の
年
越
し
イ

ベ
ン
ト
�
福
本
ル
ミ
ナ
リ
エ
�
を
開
催

し
、
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
田
舎
の
生
活
に

彩
り
と
刺
激
を
与
え
、
ま
た
、
そ
れ
に

関
わ
る
方
た
ち
が
い
つ
も
い
き
い
き
と

動
い
て
お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
す
。

�
　

平
成
十
二
年
度
、
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
町
の
指
針
づ
く
り
を
目
指
し

て
策
定
し
た
第
四
次
長
期
総
合
計
画
の

前
文
に
、
こ
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
り

ま
す
。

　
『
地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
計

画
づ
く
り
の
過
程
の
中
で
私
た
ち
が
語

り
合
っ
た
「
田
舎
者
天
国
」
と
い
う
目

標
像
は
、
神
埼
町
の「
ら
し
さ
」が
し
っ

か
り
確
立
さ
れ
、「
住
む
」「
働
く
」「
遊

ぶ
」「
学
ぶ
」「
癒
す
」
と
い
っ
た
暮
ら

し
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
い
き
い
き
と

活
性
化
さ
れ
、
伝
統
的
生
活
文
化
と
現

代
的
生
活
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

♪
川
は
流
れ
て
〜

ど
こ
ど
こ
〜
行
〜
く
の

た
、
美
し
い
自
然
や
農
林
業
が
生
か
さ

れ
、
人
が
訪
れ
た
く
な
る
、
定
住
し
た

く
な
る
町
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
想
郷

を
め
ざ
す
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

を
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。』

　

小
さ
な
行
政
を
目
指
す
「
平
成
の
大

合
併
」
を
目
前
に
、
も
は
や
「
住
民
参

加
」
で
は
田
舎
は
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

　
「
住
民
主
体
」「
住
民
が
主
人
公
」
で

す
。

　

地
域
を
住
み
良
く
楽
し
く
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
自
ら

考
え
楽
し
み
な
が
ら
行
動
し
、
自
分
や

周
囲
の
人
た
ち
の
心
に
も
花
を
咲
か
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
の
ん
び
り
楽
し
い
田
舎
人
天
国
」を

め
ざ
し
て
、

　

♪
い
つ
い
つ
ま
ぁ
で
も　

花
を
さ
か

そ
ぉ
よ
〜
（
町
長
十
八
番
）

　

神
崎
町
役
場
企
画
財
政
課
主
査

（ 

前
川
穂
積
）

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

ぼ
く
と
わ
た
し
の
思
い
出
づ
く
り

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
町
村
会

広
報
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☆
年
間

一
部
千
五
百
円
☆
料
金
は
請
求
書
を
お
送

り
し
て
か
ら
折
返
し
御
送
金
く
だ
さ
い
☆

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
四　
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
1
・　

・　

全
国
町
村
会
広
報
部
。

11

35

〒100-0014 
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随 想
　

佐
呂
間
町
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
、

日
本
で
三
番
目
に
大
き
い
サ
ロ
マ
湖
（
常

呂
町
・
湧
別
町
の
両
町
に
隣
接
し
、
面
積

一
五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
有
し
、

主
産
業
は
農
業
・
漁
業
、
そ
し
て
今
は
低

迷
し
て
い
る
が
林
業
を
中
心
と
し
た
第
一

次
産
業
の
町
で
あ
る
。

　

人
口
は
、
昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
六
千

六
百
六
十
六
人
、
昭
和
二
十
八
年
の
一
万

六
千
八
百
一
人
、
当
時
か
ら
比
べ
る
と
約

一
万
人
の
減
少
と
い
う
過
疎
指
定
地
区
で

あ
る
。

　

本
町
の
歴
史
は
、
明
治
二
十
七
年
に
ア

イ
ヌ
の
人
達
が
住
ん
で
い
た
こ
の
地
に
半

農
・
半
漁
を
営
む
べ
く
、
青
森
よ
り
和
人

が
定
住
し
た
と
き
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

現
在
、
農
業
は
年
間
を
通
し
て
安
定
し

た
収
入
が
得
ら
れ
る
酪
農
が
中
核
と
な
っ

て
お
り
、
乳
牛
約
一
万
六
百
頭
、
肉
用
牛

約
一
万
一
千
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
九
月
十
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
世
界
中
を
震
撼
さ
せ

た
翌
日
、
新
た
に
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が

突
然
、
我
が
町
に
飛
び
込
ん
で
来
た
。

　

佐
呂
間
町
生
ま
れ
の
牛
が
、
千
葉
県
に

お
い
て
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
疑

い
が
あ
り
、
精
密
検
査
を
し
て
い
る
の
で

調
査
に
協
力
し
て
欲
し
い
旨
の
連
絡
が
家

畜
保
健
所
を
通
し
て
入
っ
た
。
そ
の
時
、

す
で
に
報
道
機
関
で
は
、
天
下
の
一
大
事

と
も
思
え
る
よ
う
な
取
材
活
動
が
始
ま
っ

て
い
た
。

　

私
は
今
、
町
長
職
と
し
て
四
期
目
、
十

三
年
間
務
め
て
い
る
が
、
元
来
は
経
済
動

物
を
主
体
と
し
て
診
療
し
て
い
た
獣
医
師

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
恐
ろ

し
さ
は
充
分
に
認
識
し
て
い
た
が
、
大
変

な
事
態
が
起
き
た
こ
と
に
対
す
る
心
配
と

あ
る
面
で
は
、
と
う
と
う
来
る
べ
き
も
の

が
来
て
し
ま
っ
た
の
か
と
の
思
い
が
脳
裏

を
よ
ぎ
っ
た
。

　

思
え
ば
一
昨
年
の
三
月
、
宮
崎
県
に
、

五
月
に
は
北
海
道
の
本
別
町
に
、
牛
の
口

蹄
疫
の
発
生
を
み
た
。
そ
の
時
日
本
の
畜

産
界
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、

幸
い
に
も
迅
速
に
し
て
適
切
な
対
応
に

よ
っ
て
広
範
囲
へ
の
蔓
延
を
防
げ
た
こ
と

は
、
他
国
で
発
生
し
た
時
に
比
べ
る
と
、

被
害
は
ま
さ
に
奇
跡
的
と
も
思
え
る
程
、

最
小
限
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
因

は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、
中
国
、
ま
た

は
台
湾
か
ら
輸
入
し
た
稲
ワ
ラ
か
麦
ワ
ラ

に
口
蹄
疫
の
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て
来
た
と

言
う
説
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
十
月
十
八
日
以
降
は
、
と

畜
場
に
お
い
て
全
頭
検
査
が
な
さ
れ
、
全

く
安
全
な
牛
肉
が
市
場
に
出
回
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
の
方
が
遅
々
と

し
て
伸
び
ず
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
発
生
前

の
状
態
に
戻
る
の
か
予
測
の
つ
か
な
い
現

状
に
あ
る
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
問
題
は
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
大
き
な
被
害
が
全
国
的
に

広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に

感
染
し
た
牛
が
出
た
町
村
に
お
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
風
評
被
害
が
出
て
、
他
の
産
業

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

　

今
の
日
本
の
畜
産
に
お
け
る
飼
料
の
大

半
は
諸
外
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
食
糧
に
し
て
も
家

畜
の
飼
料
に
し
て
も
、
安
全
性
を
最
も
重

要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
収
益
性
の
み
を
追
求
し
て
き
た
結

果
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
も
の
と

思
う
。
更
に
、
過
去
に
お
い
て
使
用
さ
れ

て
い
た
牛
用
の
配
合
飼
料
や
代
用
乳
に

は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
て
い
た
疑
い
の
あ

る
牛
や
羊
の
肉
骨
粉
が
使
わ
れ
て
い
た
と

言
う
。
こ
の
こ
と
は
本
来
、
牛
は
草
食
動

物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
仲
間
の
肉
骨

粉
を
知
ら
ず
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
、
い
わ
ゆ

る
共
食
い
を
強
い
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
こ
の
行
動
は
神
様
が
自
然
界
で
生
き

る
動
物
に
対
し
て
定
め
た
掟
を
冒
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
病

は
物
言
え
ぬ
動
物
が
自
ら
を
犠
牲
に
し

て
、
我
々
人
間
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の

と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

ろ
う
。

　

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
四
〇
％
と
世
界
の
先
進
国
で
は

最
低
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
。
故
に
、
少
し
で

も
安
価
な
食
糧
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
国
情
は
理
解
で
き
る
が
、
神
の
掟
を

無
視
す
る
こ
と
は
人
間
の
エ
ゴ
そ
の
も
の

で
あ
る
。

　

近
年
、
日
本
全
土
に
お
い
て
国
に
お
け

る
諸
々
の
農
業
政
策
の
も
と
、
作
物
が
栽

培
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
農
地
が
増

加
の
傾
向
に
あ
る
。
も
と
も
と
国
内
の
農

地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

心
で
安
全
な
食
糧
の
自
給
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

古
い
中
国
の
仏
教
書
の
中
に
身
土
不
二

（
体
と
土
は
一
つ
・
人
間
は
足
で
歩
け
る
身

近
な
と
こ
ろ
で
育
っ
た
物
を
食
べ
生
活
す

る
こ
と
が
良
い
の
意
）
の
悟
り
が
あ
る
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
に
よ
り
、
地
産
地
消
へ

の
再
認
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
努
力
し
て
行
き
た
い
。

　■
 

牛
海
綿
状
脳
症
の

　
　
　
　
　

発
生
に
思
う

北 海 道

 佐  呂  間 町 長
さ ろ ま
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
都
道
府
県

の
将
来
推
計
人
口
を
発
表
し
た
。

　

日
本
の
総
人
口
は
平
成
十
八
年
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
以
後
長
期
の
減
少
過
程
に
入

り
、
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
平
成
七
年
と
比
較
し
て
二
三
道
県
で

減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
も
減
少
す
る
都

道
府
県
は
増
加
し
、
平
成
四
二
年
ま
で
ほ

と
ん
ど
の
都
道
府
県
で
減
少
が
続
く
。
ま

た
、
平
成
四
二
年
の
人
口
が
平
成
十
二
年

を
上
回
る
都
道
府
県
は
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
滋
賀
県
、
沖
縄
県
の
四
都
県
の
み
で
、

東
京
都
周
辺
及
び
政
令
指
定
都
市
を
擁
す

る
県
で
人
口
割
合
が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ

り
、
一
割
以
上
減
少
す
る
都
道
府
県
は
三

十
道
府
県
に
の
ぼ
る
。

　

年
少
人
口
（
〇
〜
十
四
歳
）
は
低
出
生

率
の
も
と
で
減
少
を
続
け
、
平
成
十
二
年

か
ら
平
成
二
二
年
に
か
け
て
は
、
東
京
都

や
滋
賀
県
な
ど
一
部
で
維
持
さ
れ
る
も
の

の
、
平
成
二
二
年
以
降
は
全
都
道
府
県
で

減
少
す
る
。

　

老
年
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
は
、
平
成

三
二
年
ま
で
全
都
道
府
県
で
増
加
す
る

が
、
増
加
率
は
概
ね
減
少
傾
向
に
あ
り
、

平
成
三
七
年
か
ら
平
成
四
二
年
に
か
け
て

は
三
二
道
府
県
で
減
少
す
る
。

　

な
お
、
老
年
人
口
割
合
が
三
〇
％
を
超

え
る
都
道
府
県
は
平
成
十
二
年
現
在
で
は

一
つ
も
な
い
が
、
平
成
二
七
年
に
は
四

県
、
平
成
四
二
年
に
は
三
五
道
県
に
の
ぼ

り
、
最
も
割
合
が
大
き
い
の
が
秋
田
県
の

三
六
・
二
％
、
最
も
小
さ
く
て
も
滋
賀
県

の
二
五
・
一
％
と
推
計
し
て
い
る
。

都
道
府
県
の
将
来
推
計
人
口
発
表

―
厚
生
労
働
省
―

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

―
閣
議
決
定
―

　

去
る
三
月
二
十
九
日
に
、「
豪
雪
地
帯

対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
が
可
決
さ
れ
、
三
月
三
十
一
日
付

け
で
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
基

幹
的
な
市
町
村
道
の
整
備
の
特
例
並
び
に

公
立
の
小
中
学
校
等
の
施
設
等
に
対
す
る

国
の
負
担
割
合
の
特
例
措
置
延
長
等
の
た

め
関
係
国
会
議
員
よ
り
提
案
が
行
わ
れ
て

い
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
第
十
四
条
「
特

別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
基
幹
道
路
の
整
備

の
特
例
」
に
つ
い
て
、
特
豪
地
帯
に
お
け

る
基
幹
的
な
市
町
村
道
で
国
土
交
通
大
臣

が
指
定
す
る
も
の
の
改
築
を
道
府
県
が
代

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
が
平
成
二
十

三
年
度
ま
で
十
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
第
十
五
条
「
特
別
豪
雪
地
帯
に

お
け
る
公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
等
の

施
設
等
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
の
特

例
」
に
つ
い
て
も
、
十
年
間
延
長
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
併
せ
て
第
十
三
条
の
四
「
豪
雪

地
帯
に
適
し
た
産
業
の
育
成
等
」
に
利
雪

に
関
す
る
研
究
開
発
の
成
果
の
普
及
の
促

進
及
び
第
十
三
条
の
五
と
し
て
、
雪
に
関

連
す
る
多
様
な
情
報
を
適
切
か
つ
迅
速
に

提
供
す
る
た
め
、
総
合
的
な
雪
情
報
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
対
す
る
配
慮
規
定
が
追
加

さ
れ
た
。

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
改
正

　

政
府
は
こ
の
程
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
同
計
画
は
、
漁

港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
も

の
で
、
計
画
期
間
は
平
成
十
四
年
度
か
ら

十
八
年
度
の
五
年
間
、
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
の
整
備
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
。

　

漁
港
漁
場
整
備
事
業
に
お
け
る
基
本
課

題
と
し
て
、
①
水
産
動
植
物
の
増
殖
か
ら

陸
揚
げ
、
流
通
・
加
工
ま
で
の
一
貫
し
た

水
産
物
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
漁
場

環
境
の
保
全
・
創
造
、
③
安
全
で
快
適
な

漁
村
の
形
成
の
三
点
を
掲
げ
、
十
年
後
を

目
途
に
、
漁
業
生
産
量
を
概
ね
三
七
万
ト

ン
増
産
さ
せ
る
と
と
も
に
、
漁
村
の
生
活

排
水
処
理
人
口
比
率
を
小
都
市
並
（
概
ね

六
割
）
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、

水
産
物
の
品
質
・
衛
生
管
理
の
基
礎
と
な

る
漁
港
・
漁
場
の
水
域
環
境
と
漁
村
の
生

活
環
境
・
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
。

　

こ
の
た
め
、
計
画
期
間
の
今
後
五
年
間

の
事
業
量
と
し
て
、
①
水
産
動
植
物
の

増
・
養
殖
拠
点
と
し
て
約
七
五
〇
地
区
を

整
備
、
②
約
三
五
〇
地
区
で
、
水
産
物
の

生
産
流
通
の
効
率
化
と
品
質
・
衛
生
管
理

を
強
化
、
③
約
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

藻
場
・
干
潟
に
相
当
す
る
水
産
動
植
物
の

生
育
環
境
を
保
全
・
創
造
、
④
漁
村
活
性

化
の
た
め
約
四
三
〇
地
区
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
計
画
に
お
い
て
は
総
事
業
費

を
明
記
せ
ず
、
施
策
の
目
標
や
事
業
の
成

果
を
重
視
す
る
と
し
て
い
る
。


